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七
月
十
日
（
月
）・
十
一
日
（
火
）

の
二
日
間
、
前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
会

館
を
会
場
に
「
二
〇
二
三
新
入
社
員

フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
」
を
開
催
。
十
八

社
よ
り
三
十
七
名
、
経
営
者
側
を
含

め
て
約
七
〇
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
日
目
は
「
こ
の
三
ケ
月
間
を
振

り
返
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
傾
聴

と
合
意
形
成
」「
自
発
的
に
動
け
る

社
会
人
に
な
ろ
う
」「
フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
」
の
講
義
や
ワ
ー
ク
な
ど
を

実
施
。
適
宜
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、学
び
や
気
づ
き
の
シ
ェ
ア
、

今
後
の
仕
事
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
な
ど
を
経
営
者
側
も
交
え
て
率
直

に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
今
後
の
仕

事
へ
の
向
き
合
い
方
を
考

え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
マ
ナ
ー
の
復
習
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
正

し
い
報
連
相
」「
組
織
の

一
員
と
し
て
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」
の
講
義
や
ワ
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど

を
実
施
し
た
上
で
、
各
自

が
来
年
三
月
ま
で
の
「
目

標
＆
行
動
計
画
書
」
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修

レ
ポ
ー
ト
＆
経
営
者
側
の

感
想
（
抜
粋
）
を
左
記
に

た
。
社
内
で
は
同
期
が
い
な
く
、

本
音
を
言
う
相
手
も
い
な
い
の

で
、
異
業
種
の
同
世
代
の
仲
間
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
研
修
会
の

価
値
で
も
あ
る
。

〇�

自
分
の
強
み
や
弱
み
を
見
つ
け
た

り
、
他
の
人
と
の
協
力
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
を
考
え
た
り
す
る
機
会

が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
将
来
の
成
功

に
必
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
学

ん
で
く
れ
た
と
思
う
。

掲
載
し
ま
す
。

［
受
講
生
］

〇�

組
織
の
中
で
は
、
人
の
意
見
を
よ

く
聞
き
、
お
互
い
の
考
え
を
尊
重

し
合
う
姿
勢
が
大
切
だ
と
感
じ

た
。

〇�

き
ち
ん
と
報
連
相
す
る
こ
と
、
自

分
を
知
る
こ
と
、
マ
ナ
ー
や
時
間

を
守
る
こ
と
を
徹
底
し
、
会
社
に

ふ
さ
わ
し
い
人
材
に
な
れ
る
よ
う

業
務
に
励
み
た
い
。

〇�

物
事
を
客
観
的
に
、
そ
し
て
自
ら

考
え
る
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
」
が
社
会
人
と
し
て
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
学
ん
だ
。

〇�

会
社
に
と
っ
て
利
益
を
出
せ
る
人

材
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
、
成
果
を
出
す
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
を
考
え
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
業
務
に
努
め
た
い
と
思

う
。

［
経
営
者
］

〇�

積
極
的
な
姿
が
見
ら
れ
安
心
し

■ 

２
０
２
３
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会 

■

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！
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自分の強みを見つけよう！自分の強みを見つけよう！
鶴の花部会勉強会

　

女
性
経
営
者
、
社
長
夫
人
な
ど
立

場
の
違
う
人
同
士
、
同
じ
境
遇
の
人

同
士
で
交
流
し
、
深
く
学
び
合
え
る

場
を
作
り
活
動
す
る
鶴
の
花
部
会
で

は
、
二
カ
月
に
一
回
開
催
す
る
部
会

員
同
士
の
勉
強
会
を
七
月
十
二
日

（
水
）、
ム
ラ
ノ
ナ
カ
食
堂
（
㈲
農
園

星
ノ
環
・
星
野
高
章
氏
／
沼
田
支
部
）

を
会
場
に
「
太
陽
の
よ
う
な
女
性
を

目
指
し
自
分
の
強
み
を
見
つ
け
よ

う
‼�
」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
事
前
課
題
に
取
り
組
ん

で
か
ら
参
加
。
当
日
は
、
日
本
全
国

で
元
気
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
㈱
タ

ン
タ
ビ
ー
バ
、
共
同
経
営
者
の
板

谷
和
代
氏
を
ゲ
ス
ト
講
師
に
迎
え
、

三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
楽
し
く
自
分
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
自
身
の
強
み
=

自
分
ら
し
さ
を
発
見
し
て
い
き
ま
し

た
。「
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
自
分

の
強
み
や
裏
強
み
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
取
扱
説
明
書
を
書
く
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
希
望
者
で
グ
リ
ン

リ
ー
フ
㈱
（
澤
浦
彰
治
氏
／
沼
田
支

部
）
の
施
設
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

　

鶴
の
花
部
会
で
は
、
登
録
部
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
水
が
あ
ぶ
な
い

日
本
の
水
が
あ
ぶ
な
い

渋
川
吾
妻
支
部
・
沼
田
支
部
合
同
例
会

　

六
月
二
十
二
日
（
木
）、
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支

部
・
沼
田
支
部
合
同
例
会
」
を
開
催
。

水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
橋
本
淳
司
氏

（
ア
ク
ア
ス
フ
ィ
ア
・
水
教
育
研
究

所
代
表
）
を
講
師
に
招
き
、「
水
辺

の
ワ
ン
ダ
ー
～
日
本
の
水
が
あ
ぶ
な

い
～
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
両
支
部
会
員

は
も
と
よ
り
、
他
支
部
会
員
や
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
な
ど
約
五
〇
名
。

　

橋
本
氏
は
、
世
界
各
地
で
発
生
す

る
水
災
害
を
は
じ
め
、
水
が
も
と
の

紛
争
や
セ
ク
タ
ー
間
の
水
の
奪
い
合

い
、
食
糧
の
価
格
上
昇
や
不
安
、
電

力
や
水
運
へ
の
影
響
な
ど
、
幅
広
い

分
野
に
及
ぶ
水
の
問
題
を
紹
介
。
ま

た
、気
候
変
動
と
水
災
害
の
関
係
性
、

水
の
確
保
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
変

遷
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
し
「
将

来
、
水
は
金
持
ち
な
国

（
人
）
だ
け
の
も
の
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
経

済
規
模
と
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
水
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
考
え
を
示
し
ま
し

た
。

　

一
方
、
国
内
の
水
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て
も
、
水
道

事
業
の
収
入
減
少
や
設

備
更
新
に
か
か
る
費
用

な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の

持
続
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
現
状
を
説
明
。
解

決
の
た
め
に
は
「
広
げ

た
大
き
な
傘
を
閉
じ
る
、

小
さ
な
傘
に
差
し
替
え
る
」
を
念
頭

に
置
い
た
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
再

自
然
化
な
ど
の
取
り
組
み
の
重
要
性

を
指
摘
し
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
橋
本
氏
は
「
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
子
や
孫
よ
り

も
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
優
先
し
が

ち
で
あ
り
、
未
来
世
代
に
負
の
遺
産

を
残
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
未

来
世
代
の
声
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
当
た

り
前
に
毎
日
使
用
し
て
い
る
水
に
つ

い
て
、
こ
ん
な
に
深
く
考
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
」「
水
道
事
業
の
維
持

の
た
め
に
、
自
分
（
自
社
）
に
は
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」「
流
域
治
水

の
考
え
方
に
感
銘
を
受
け
た
。
各
地

域
で
の
取
り
組
み
が
必
須
と
思
う
」

な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
解
説

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
解
説

　
＋
相
続
と
事
業
承
継
の
課
題

　
＋
相
続
と
事
業
承
継
の
課
題

経
営
者
必
読
の
一
冊
と
は

経
営
者
必
読
の
一
冊
と
は
⁉ ⁉ 

百
年
企
業
を
目
指
す

百
年
企
業
を
目
指
す

桐
生
支
部
６
月
例
会

伊
勢
崎
支
部
６
月
例
会

富
岡
安
中
支
部
６
月
例
会

　

六
月
二
十
九
日
（
木
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
六
月
例
会
」
を
開
催
。
税
理

士
法
人
向
田
会
計
（
所
長
・
向
田
靖

氏
／
桐
生
支
部
）
の
鷲
尾
氏
、
㈱
ミ

ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
星
野
氏
の
二

名
が
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
解
説
＋

相
続
と
事
業
承
継
に
関
わ
る
基
本
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
詳
細
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

　

今
年
十
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
企
画

さ
れ
た
本
例
会
。
星
野
氏
は
制
度
概

要
の
説
明
や
適
格
請
求
書
の
要
件
、

売
り
手
・
買
い
手
の
留
意
点
な
ど
を

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
交
え
て
解
説
し

ま
し
た
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
電
子
帳

簿
保
存
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も

触
れ
ま
し
た
。
続
い
て
二
つ
目
の

テ
ー
マ
で
あ
る
相
続
と
事
業
承
継
は

鷲
尾
氏
が
担
当
。
正
確
な
財
産
の
把

握
や
遺
言
に
よ
る
意
思
表
示
の
重
要

性
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
「
相
続
が

"
争
族
"
に
な
ら
な
い
よ
う
に
早
め

の
準
備
を
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

今
回
は
グ
ル
ー
プ
討
論
の
時
間
を

設
け
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
者
か

ら
は
「
自
分
な
り
に
情
報
収
集
や
勉

強
し
て
い
た
が
、
よ
り
突
っ
込
ん
だ

質
問
が
で
き
て
有
意
義
だ
っ
た
」「
随

時
、
最
新
の
情
報
を
掴
み
、
知
識
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
と

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
六
月
二
十

日
（
火
）、
富
岡
公
民
館
を
会
場
に

支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
創
業
七
十
六
年
、
百
年
企
業
を
目

指
す
」
と
題
し
て
、
㈱
中
山
自
動
車

整
備
工
場
、
代
表
取
締
役
・
中
山
剛

氏
（
富
岡
安
中
支
部
）
が
、
同
社
の

歴
史
と
経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

祖
父
が
事
業
を
立
ち
上
げ
た
経
緯

か
ら
、
時
系
列
に
自
動
車
産
業
の
歴

史
と
同
社
の
変
遷
を
振
り
返
る
中
山

氏
。
ス
ラ
イ
ド
に
映
る
当
時
を
代
表

す
る
車
に
、
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
参

加
者
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

百
年
に
一
度
の
大
変
革
期
と
言
わ

れ
る
自
動
車
業
界
に
お
い
て
「
創
業

社
長
、
二
代
目
、
社
員
さ
ん
、
選
ん

で
く
れ
る
お
客
様
の
お
か
げ
で
こ
こ

ま
で
来
ら
れ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を

口
に
し
た
中
山
氏
。

　

百
年
を
通
過
点
と
し
て
振
り
返
る

日
を
目
指
し
、
業
界
の
道
を
突
き
進

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
六

月
例
会
」
を
開
催
。「
経
営
者
必
読

の
一
冊
と
は
⁉�
～
自
分
が
影
響
を
受

け
た
書
籍
紹
介
例
会
～
」と
題
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
書
・
歴
史
書
・
哲
学
書
・

エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
持
参
し
た
個
性
豊
か
な
書
籍
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
の
例
会
企
画

は
二
〇
一
九
年
以
来
二
度
目
。

　

例
会
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
①
読

ん
だ
き
っ
か
け
、
②
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
一
文
、
③
読
み
終
え
て

の
気
づ
き
、
④
気
づ
き
が
ど
ん
な
行

　

六
月
二
十
一
日
（
水
）、
プ
ラ
ザ
・

む
事
で
し
ょ
う
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
百
年

は
結
果
。
日
々
、
月
々
、
年
々
の
積

み
重
ね
が
大
切
」「
失
わ
れ
た
三
〇

年
で
の
経
営
の
難
し
さ
と
継
続
す
る

大
変
さ
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

動
に
つ
な
が
っ
た
か
を
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
入
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内

で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
書
籍

が
紹
介
さ
れ
、
数
多
く
の
質
問
や

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
投
げ
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
一
人
二
分

で
全
体
へ
の
発
表
タ
イ
ム
が
設
け
ら

れ
、
本
例
会
に
お
け
る
各
人
の
学
び

が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
本
の

選
択
に
、
そ
れ
ぞ
れ
主
義
や
志
向
、

人
間
性
が
表
れ
て
お
り
興
味
深
か
っ

た
」「
い
つ
も
よ
り
皆
が
饒
舌
で
想

像
以
上
に
楽
し
く
学
べ
た
」「
本
を

読
む
こ
と
は
、
自
分
へ
の
問
い
掛
け

作
業
だ
と
再
認
識
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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どのようにどのように
　モチベーションを　モチベーションを
 高めているか!? 高めているか!?

高崎支部６月例会

　

六
月
二
十
七
日
（
火
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
六
月

例
会
」
を
開
催
。「
柔
軟
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
真
剣
な
経
営
課
題

～
あ
の
社
長
は
ど
の
よ
う
に
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
か
!?

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
鈴

木
智
統
氏
、
川
上
機
工
㈱
・
吉
池
睦

氏
、
㈱
山
岸
製
作
所
・
山
岸
良
一
氏

（
い
ず
れ
も
高
崎
支
部
）
が
報
告
し

ま
し
た
。

　

日
々
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る

経
営
者
は
、
ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高

く
業
務
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の

か
？
。
資
金
繰
り
や
借
入
金
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
、社
員
と
の
人
間
関
係
、

業
績
の
低
迷
な
ど
、
過
去
か
ら
現
在

に
至
る
数
多
の
ス
ト
レ
ス
と
対
峙
し

た
経
験
を
踏
ま
え
、
自
身
の
心
の
持

ち
方
や
向
き
合
い
方
を
語
っ
た
三

名
。
ま
た
、
通
常
例
会
で
は
な
か
な

か
語
ら
れ
な
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過

ご
し
方
も
含
め
、ス
ト
レ
ス
の
解
消
、

あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
秘

訣
を
包
み
隠
さ
ず
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
あ
な
た
の
抱
え

て
い
る
課
題
は
何
で
す
か
？
」
を
中

心
に
意
見
交
換
。
三
名
の
報
告
に

引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
趣
味
・
特
技
な

ど
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
わ

れ
、
ぐ
っ
と
参
加
者
同
士
の
距
離
が

縮
ま
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

好
評
！
座
禅
例
会
を
開
催

好
評
！
座
禅
例
会
を
開
催

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

前
橋
支
部
６
月
例
会

太
田
支
部
６
月
例
会

（
水
）、
如
意
寺
（
村
田
賢
秀
氏
／
前

橋
支
部
）
を
会
場
に
、
恒
例
と
な
っ

た
坐
禅
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
常
の
喧
噪
か
ら
離
れ
、
心
を
落

ち
着
か
せ
る
時
間
と
し
て
好
評
を
得

て
い
る
本
例
会
は
、
支
部
活
動
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
前
年
度
に
立
て
た

目
標
の
振
り
返
り
と
新
た
な
目
標
設

定
の
機
会
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
身
体
を
ほ
ぐ

し
、
呼
吸
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
後
に

二
〇
分
間
の
坐
禅
で
頭
の
中
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
す
。
煩
悩
を
振
り

ス
、
代
表
取
締
役
・
島
田
裕
介
氏
、

金
属
加
工
、
溶
接
加
工
を
行
う
貫
井

鉄
工
、
代
表
・
貫
井
克
也
氏
の
三
名
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
内
容
、
自
己
紹

介
に
加
え
経
営
課
題
を
発
表
す
る
こ

と
で
、
グ
ル
ー
プ
討
論
の
中
で
既
存

会
員
の
経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
新

会
員
か
ら
の
質
問
も
出
や
す
く
な
り

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仲
間
を
知
り
、
交
流
が
増
え
る
こ

と
で
支
部
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま

　

前
橋
支
部
で
は
、
六
月
二
十
一
日

　

六
月
二
十
三
日
（
金
）
に
開
催
さ

れ
た
太
田
支
部
例
会
で
は
、
前
回
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
当
日
ま
で

に
入
会
し
た
新
会
員
三
名
が
会
社
紹

介
・
自
己
紹
介
に
加
え
て
、
抱
え
て

い
る
経
営
課
題
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
プ
レ
ス
・

板
金
・
溶
接
加
工
を
行
う
㈲
佐
藤
製

作
所
、
代
表
取
締
役
・
佐
藤
平
氏
、

緊
急
配
送
・
チ
ャ
ー
タ
ー
便
・
納
品

代
行
な
ど
行
う
㈱
サ
ン
急
便
サ
ー
ビ

払
っ
た
後
で
、
昨
年
掲
げ
た
目
標
を

振
り
返
り
、
新
た
な
目
標
を
掲
げ
グ

ル
ー
プ
討
論
で
昨
年
の
目
標
に
対
す

る
達
成
度
を
共
有
し
な
が
ら
、
今
期

の
目
標
記
入
シ
ー
ト
を
埋
め
て
い
き

ま
し
た
。
記
入
さ
れ
た
シ
ー
ト
は
、

来
年
の
坐
禅
例
会
で
振
り
返
り
ま
す
。

　

他
支
部
か
ら
の
参
加
や
座
禅
初
参

加
の
方
か
ら
は「
普
段
と
違
う
環
境
、

や
り
方
が
新
鮮
だ
っ
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
と
目
標
設
定
だ
け
で
な

く
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
口
に
出
す
こ

と
で
、
目
標
達
成
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
す
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
今

期
の
会
員
企
業
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
！

す
。
次
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
ど
ん
な
仲
間
に
出
会
え
る
の

か
、楽
し
み
な
例
会
が
増
え
ま
し
た
。
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【高齢者施設でハンドセラピー】
� ㈱サムエス
　住宅型有料老人ホームやデイサービスを展開する㈱サム
エス（代表取締役・荒井浩司氏／高崎支部所属）がリゾー
ト型デイサービス「ハッピーデイBali緑町」（高崎市緑町）
を開業し、利用者にオイルを使ってマッサージするスウェー
デン発祥のハンドセラピーを取り入れている。
　ハンドセラピーは不安やストレスを緩和し、鎮痛や安眠の
効果があるとされる。同施設ではスタッフが利用者の手、脚、
背中をなでるように易しく施術する。６月、市内のケアマ
ネージャーを招いたハンドセラピーの体験会を実施。参加
者は「てのぬくもりで体も温かくなる」などと話した。
　スタッフはインドネシアのリゾート地、バリを意識した
服装で対応する。酸素ボックスを備え、利用者は午前は運動、
午後はハンドセラピーや整体でくつろぐ。荒井社長は「体
を動かした後にリラックスしてもらっている。体感してほ
しい」と呼びかける。
� ［７/14付上毛］

【伊勢崎の名物に】
� ㈲ゼンフーズ
　伊勢崎市で生産が盛んなニラを使った名物を売り出そう
と、市内のラーメン店と老舗パン店などが協力して「伊勢
崎ニラ餃子パン」を開発し、20日から発売する。たっぷり
のニラを使ったあんを具材にしたパンで、風味豊かな満足
感のある一品に仕上がった。
　ラーメン店「麺や蔵人」が、店や自販機で販売するニラ
ギョーザの食べ方を広めようと考案。地元の渋沢製パンが
ニラの風味を生かした生地を製造し、総菜製造の㈲ゼンフー
ズ（代表取締役社長・渡辺慎一氏／前橋支部所属）があん
を提供する。
　伊勢崎市のふるさと納税返礼品に申請する予定。渋沢製
パンで販売し、麺や蔵人の店頭にある自販機では冷凍販売

する。スーパーなどでも展開する予定。� ［７／ 19付上毛］

【選挙を支える製品　半世紀】
� ㈱協進サクセス
　知事選は23日に投開票される。22日まで期日前投票が実
施されているが、各投票所に必ず設置されているのが記載
台と投票箱だ。これら投票に欠かせない製品を、半世紀に
わたって作っている県内企業がある。精密板金加工の㈱協
進サクセス（常務取締役・小和田翔矢氏／富岡安中支部所属）
は、選挙関連製品の製造を通して公正な選挙を支えている。
　同社が製造するのは１人用と２人用の組み立て式の記載
台、形が固定式の投票箱だ。車いす利用者や足腰が弱い年
配者でも投票がしやすいよう、座って記入できる高さの記
載台も手がける。専用機械でアルミや鉄の型を抜き、曲げ加
工をして溶接。塗装やメッキ処理後に、手作業で組み立てる。
　小和田社長は「ものづくりの立場から国や自治体の代表
を決める選挙に関わることができ、誇りを持って取り組ん
でいる」と胸を張る。� ［７/22付上毛］

【私募債寄付】
� ルアン㈱
　ルアン㈱（代表取締役・阿部稔氏／前橋支部所属）。桐生
信用金庫の「きりしんSDGs私募債『ちいきのミライ』」で
一般社団法人ウィッグドネーションDa-reに医療用ウィッグ

（10万円相当）。� ［６/30付上毛］

【代表取締役就任】
　群立機器㈱、取締役部長・渡辺是文氏（前橋支部所属）は、
この度、「代表取締役」に就任しました。

【登録住所変更】
　㈱ユニマーク、代表取締役・尾花靖雄氏（桐生支部所属）は、
この度、下記の通り登録住所を変更（事業本部棟をオープン）
しました。
〒376-0011　桐生市相生町2-1078-28
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

７月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒371-0846　前橋市元総社町528-7

　サロン高山は、美と快感と癒やしを、たくさんの方々にお
伝えすることで、世界をよくしていく事を目指しています。職
人として技術を磨き、セラピストとして癒やしの在り方を学
び、同友会では経営者として総合的な能力を身につけたく
入会させていただきました。「Japanese耳かき」で世界に
羽ばたきたいです。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

ＴＥＬ：027−251−5448
ＦＡＸ：027−251−5448

理容業

【紹介者／高屋敷奈央】
仕事

髪と癒しサロン高山

店　長
高　山　佳奈子

S52年生

太
田
支
部

〒373-0851　太田市飯田町894-2

　群馬クレインサンダーズは太田市を拠点に活動するプロバスケットボールチーム
です。当社はチームの管理・運営をしております。「バスケで群馬を熱くする」とい
う理念のもと、群馬県民が誇れるプロスポーツチームを目指しています。2023年
４月には新ホームアリーナ「OPEN�HOUSE�AERNA�OTA」が完成しました。最
高の観戦環境と感動体験を創っています。皆様と共に群馬を盛り上げていけるよ
う、これから多くのことを学ばさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。

ＴＥＬ：0276−50−1962
ＦＡＸ：0276−50−1963

プロバスケットボールチーム「クレインサンダース」の運営、バスケットボールスクールなどの運営

【紹介者／村岡功晃】
カヌー

㈱群馬プロバスケットボールコミッション

代表取締役
阿久澤　　　毅

S35年生

太
田
支
部

〒370-0813　太田市内ヶ島町378-1ハイツ飯田103号

　群馬県内の企業様を中心に人材派遣業務
をさせていただいております。同友会に入り、
一人でも多くの方と知り合い、会社の名前を憶
えていただけたらと思います。女性ならではの
きめ細やかさと愛情をもって取り組ませていた
だきます。宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：0276−51−6792
ＦＡＸ：0276−51−6917
人材派遣、紹介派遣、請負業務

【紹介者／佐藤ジぜレ】
ママさんバレー

㈱Good Wave

代表取締役
堀　越　晃　子

S50年生

富
岡
安
中
支
部

〒379-0127　安中市磯部1-12-5
ＴＥＬ：027−385−0085
ＦＡＸ：027−385−0055

宿泊業、旅館業

【紹介者／南都隆道・田村徳良】
温泉マーク・小物集め

㈱磯部ガーデン

取締役社長
櫻　井　太　作

S45年生

日
時　

七
月
四
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
理

事
／
小
板
橋
、
山
﨑
、
提
箸
、
小
林
、

山
口
、
佐
藤
、
渡
辺
、
小
池
、
鈴
木
、

周
藤
、
神
保
、
池
沢
、
佐
藤
、
榎
原
、

齋
藤
、
村
岡
、
中
西
、
関
口
、
石
原
、

事
務
局
／
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員
計

二
十
一
名
）

【
議　

事
】

　

渋
川
吾
妻
支
部
長
の
池
沢
氏
が
議

長
を
つ
と
め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶

の
も
と
、
第
三
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
上
半
期
支
部
還
元
金
支
払
報
告

　

規
定
に
基
づ
き
、
上
半
期
の
支
部

還
元
金
が
支
払
わ
れ
た
旨
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

　

正
副
支
部
長
会
よ
り
、
直
前
に
行

わ
れ
た
会
議
の
報
告
と
合
わ
せ
て
、

支
部
長
が
欠
席
に
な
る
場
合
も
、
各

支
部
一
名
以
上
の
参
加
を
徹
底
し
て

ほ
し
い
旨
、
改
め
て
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

第３回

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
二
〇
二
三
経
営
研
究
集
会
の
概

要
提
案
に
つ
い
て

　

研
究
集
会
実
行
委
員
会
よ
り
、
左

記
の
と
お
り
開
催
概
要
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

講
師
／�

国
際
政
治
学
者　

西
鋭
夫
氏

日
程
／�

十
一
月
十
七
日
（
金
）

�

（
講
師
と
調
整
中
）

会
場
／�

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

�

（
沼
田
）

２
．
群
馬
県
産
業
振
興
基
本
計
画
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
依
頼
に
つ
い
て

　

群
馬
県
よ
り
、
次
期
群
馬
県
産
業

振
興
基
本
計
画
（
令
和
六
～
九
年

度
）
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
依
頼
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
業
界
・
企
業

の
課
題
、
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み

な
ど
を
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
記
入
さ
れ
た
内
容
は
事
務

局
で
取
り
ま
と
め
、
回
答
期
日
ま
で

に
群
馬
県
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

３
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
四

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
四
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
そ
の
他

１
．
第
四
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
選
任

は
沼
田
支
部
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
八
月
一
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


